
現知財システムと新知財システムのイメージ例（案）【知的財産戦略ビジョンに関する専門調査会】

価
値
の
創
出
／
価
値
の
デ
ザ
イ
ン

アイデンティティーの保証・リスペクトされたい
（痕跡を残したい・自らの存在を示したい）

オーナシップを持ちたい
（自ら決めたい）

社会や地域の役に立ちたい
（利他性）

報酬・対価が欲しい報酬請求権
損害賠償請求権

許諾権
人格権（公表権）

氏名表示権
発明者名誉権

現
・
知
財
シ
ス
テ
ム

コミュニティ・褒める
（友達認定・いいね）

創作履歴の登録
（ブロックチェーン等）新

・
知
財
シ
ス
テ
ム

独占したい、排他したい差止請求権

客体 価値デザインを促進する知財システム 価値

信用・ブランドが欲しい自他商品等識別

枯れた技術
既存技術

構想
アイデア

思想･感情の創作
的な表現

AI創作物

物品の構造･
形状の考案

物品の
デザイン

商品やサービスに
使用するマーク

データ

オープンイノベーション、デザイン思考、既存のもの（技術等）の価値の再発見

価値デザインを促進する方法論

発明
最先端技術

現在
において
既に認識
されて
いる

価値

未来
において
重要と認
識される

価値

（企業視点、経済的観点）＜外部環境：モノ、供給サイド、技術、パイプライン、独占、均一性＞

＜外部環境：コト、需要サイド、デザイン、プラットフォーム、シェア、多様性＞（個人視点、非経済的観点）

資料２

（違反に対する）
刑事罰

多くの人の知恵を集めて、
社会課題の解決のきっかけを作りたい

これまで

これから

知的創作活動の結果
生まれたもの

知的創作活動プロセス
において使うもの

目利き
価値の発見

中間創作物 つながりたい、参加したい

創
作
さ
れ
た
も
の
を

権
利
で
保
護
す
る

（
投
資
を
回
収
す
る
）

多
く
の
新
し
い
価
値
観
が

提
案
さ
れ
る
よ
う
促
進
す
る

（
社
会
を
豊
か
に
、
人
を
幸
せ
に
す
る
）

？

主
に
（
社
会
の
中
の
）
自
分
の
こ
と

<

所
有
の
動
機>

主
に
社
会
・
他
者
と
の
関
係

<

共
有
・
共
感
の
動
機>


